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全国嘩鞠生機たホ害輔告に共遭す礁事瑣働

1「まさか !」 「想定 しなかったことが起こった !」

古くからの住民‐によ急激 |こ水性があが鶴こ
矢[1っ てし,ヽ るよ|う:に丸ヒントとなる1経験、
ハウ、前JL現象はあ畔たかも
れを満釉ヽ

創
す
・
ことができなかっ

徹

ウ

そ

と

ノ

ヽ
L絆 オ■なlい 力#

卜L[。



金鰯く》発難したよ害輔憔掛共通す琳事裏②

過去の水害対応経験が、想定外への対応を鈍らせる

雨iの 降 り方次1第|ズトは、過去 |こ経験がない 1こ とが生
じめ。―過去の1経:験が無選l識

‐
約11

い込み)と 膨て作用する泄とをf理

t況を把握 し、
,こ とも重|ヨ訂も重1要であ

過去の経験にとらわれ
そ 》。

出典 :『命を守る水掛読本』 (毎畷新闘出版)



虐国・マト発蜘わた本書報告嚇,こ共通す躇事班(3)

情報に振り回され、時間が過ぎていく

白治体が殺牽」する住民からの電言
前 CD組 との処理に追われ、 リー |

Jt口て与ヽラ蟹1″ 。ヽ              (

出典 :『命を守曖57Hi害続本』 (毎日新聞‐出朧)
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食獨嘩発難し尭潔害輔鮨鰹共通す4事政(3

4 災害対策本部のスペニス、配置といった機能面の不

備からくるガバナンスの欠如
大水害 |こ 児舞われた多くの自治体における事後検証で災害対策本部が
機能不全に陥ったこ1と が指摘され′て

'い
る。

原因としてt災害対策本部の役割、 レイアウ ト等を検討せずt漠然と1
日頃から4吏 つている幹部用会議室等[を そのまま活用 して、1青報6D集
約・共有を 1ま じめとtメ「、ガバナンⅢスがきかない状況に陥っている。

実際のオペレーシ三ョンを考犬"、 まず lli器を準備することも堂要であ ZЬ 。
i          _      臨典 :『命を守る水害覇[本』 (毎圏新聞出版)
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曲典 :『命を守る水裾調本』 (毎 馴新朧出版)
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市田1「本寸力拠ら避難4青幸風プbヾ 出さ,れたらt

や避難指示な待たず、早めに避難することを
ノ己ヽがける。
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プ動の》バ仏…牌

①気象情報4貞 ど
卜
を見て、自分で半J

る。

(2)実際'に 浸水力¶lっ ている状況を
|こ tノ て逃liガる。

C)消防[ヨ ・メ夏人|、

・矢国人l.・ 町で族・自力酬本の印我員[

に直1妾叫びか|す られ″て週Lげる。

睦師:|し てI艶盤|ず

圏(D型騒プヒリ



蹴で雌げ論のは危ない

,ハザード
mマ
ップを見ただ|」

卜では小さ4「 高健ζ差はわど,ヽ ら
ない。

・ プじづボーノiス_の水溜まり
報
て,動 けなくなる。     ‐

・ 艦ヨ重むコ巨は影摯f司,曜::|三列Kが Jλ、そ〉圧::4プ:、 ィi

・ ドデアが水∫王で開かなく爺れば、自動

くなる。

車ごと流される。
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車の水没時、何を使えば窓が割れるのか ?
・ 車内にありそうなもので運転席のサイ ドガラスを害」ることが可能

かどうかを実験 した。

・ 窓を割る際にはサイ ドガラスを割るのが一般的であるが、合わせ
ガラスとなっているフ回ントガラスでも実験を行った。

①ヘッドレス ト

④ビニール傘 (先はプラスチック製)

⑤車のキー
⑥脱出用ハンマー (ポ ンチタイプ)

⑦脱出用ハンマー (金槌タイプ)

③脱出用ハンマー (小型ポンチタイプ)



実験結果

①～0のものでは窓を害Jる ことはで―きずt窓
を1害」ることができたのは、脱出用ノ■シーマ‐の

テスは貫通しにく'い合
せガラスのためt脱出用ハンマ早でも害Jる
とはできなかつたも

わ

フ
」

1亀
_
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脱出用ハンマーの機能

【シートベルトが外れない場合には脱出用ハンマーのシートベル
トカッター機能を使用】



脱出用ハンマーの注意

トガラスは脱出用ハンマーを使用しても割れない】・ 【フロン



脱出用ハンマー
,× オ.■

・狭い車内では力が入れにくいのに加えて、水没時は水の抵
抗もあり、基本的には脱出用ハンマー以外のものでは害」れ
ない。

・万が一に備えて、脱出用ハンマーを車内の手に届 くところ
に常備 しておくことが大切である。

・脱出用ハンマーには、シー トベル トを切る機能もあり
|でぁシー トベル トが外れない状況では切断することが可能

る。

・脱出用ハンマーで窓を割る際には、窓の画鵬あ どこかを割
ると効率良く害」ることができる。



古い家屋は「風Jに注意

・ 2019年 9月 に上陸した台風15号は、最大瞬間風Xい)=ト ル

超を記‐‐録し、.千葉‐県南部の住‐宅犀1根が,吹 き飛ばれた。
・

歪グ7う贅1晶
:::章

語李fF桑
莱

:物‐

`飛

畿しないよう飛畿防

・高く飛来する.物 もあるのでマンション上層階でも注意すること。
・瓦屋根は強風時には危険。



避難の 3つのポイント

1.川沿いなら速やかに高台へ直接
避難

2.冠水道路の避難は避ける

3.暗闇の避難は避ける



冠水時の「溺水 トラップ」坤)bァットが`毎7ち J

道路が冠水 して泥水などで覆われると、道路やその周辺にある危
険性が全く見えなくなります。危険性とは、フタのあいたマン

側溝、田畑などの存在です。
、家にいる子供を迎えに行く
図に示すよ
まいます。

ホール、
かうとか
日寺に|よ、
まってし

道路が冠水し、避難所に向
とか、気持ちが急いでいる



マンホールトラップ
・道路には下水につながるマンホールがある。普段は鉄のフタで回

が閉じられている。洪水の時、水は河川から浴れるばか りでなく、
河川に流れ込むことができない雨水が下水路を逆流 して、マン
ホールから吹き出す。その威力でしばしばマンホールのフタが飛
び上がり、外れて国があいていることがある。

避難途中にマンホールの トラップにはまった事故が過去にあっ
た。マンホールに体がすっぱりと入ってしまうと、自力脱出はほ
ば不可能。体が垂亀 になるように体を動か
すことすらできなく 鸞

群
毅
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１ 川沿いなら速やかに高台へ直接避難
血沿メの家屋が洪水により建物ごと流される危険性が高いのは、
これまでの水害で明らかである。

冠水が始まり自宅の2階以上に垂直避難 しても、建物ごと流さ
れたらかなり危機的である。窓から脱出できない限り、最悪の
状態に陥りかねない。

、川沿いの自宅からは至急近 く



川沿いなら速やかに高台へ直接避難

・ 水が階段を流れ始めたら、決 して後ろを振 り向かない。

0人は階段を上る時に前からの流れには比較的強いが、
いる時に後ろから流れにやられると足がす く
ウオータースライダーのように下に流されて

階段を下って
りもちをつき、

地下街からの脱出実験なので屋外の実際とは異なりますが、これよ
りも弱い流れなら、急に襲われても慌てずにできるだけ早く階段を
上 りきると覚えておく。ただ、こうなる前に早めの避難を心がける。
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れ

ま

わ

し



2. 冠水道路の避難は避ける
自宅周辺道路が冠水 していたら1

そして自宅で_t避難所でも浸水 '

を傾ける。

、避難途中に冠水が始まること
がある。その場合は近くの高い建物の中に避難する。その際に、
図に示すように道路やその周辺にある溺水 トラップに注意しな
ければならない。



3.暗闇の避難は避ける

夜でも大雨でさらに光が届かないような暗闇の中の避難 |よ避け
て、自宅などの2階以上の比較自

就寝中に2階に準備 しておくもσ
就寝中の警報を知るために、携
枕もとに置いておく。

就寝中に突然洪水に襲われたら、1階には下りません。2階以上
で窓から脱出しやすい場所で待機 します。もし2階の床まで浸
水 してきたら、最後の逃げ道は外に出て、水面となる。
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3. 暗闇の避難1

・ リュックサックを使った緊急浮き具で呼吸を確保 しつつ、洪水
の中、救助されるまで浮遊すること

・ 呼吸が確保できれば当然時間を稼ぐ
は強力な浮力を持ちますが、どうし
ジャケットを予め準備 しておくこと

になる。

ことができる.緊急浮き具
てもノ己ヽ配であれば、ライフ
も必要である。



浸水時に移動 しなければならない時の
注意 !!
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浸水避難時の装備

覇るいうち|で

くな一露
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‐|・1

碧.昆されやすい

軒ニール義極
:つめた輔 などをF

星競の
チェック 1
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イアス中
勿》たイガー→修1新凋

‐
藤貯

「予期せぬ異常や危険に対して、ある程度、鈍感にできている。

・危険に直面してもそれを感知する能力が劣っている。



東海地震警戒宣言発令 (ヨ呉幸長) ①

・ 1.981年 10月 31.日  午後9日寺頃

神奈川県平塚.市 防災無線

「
‐
市民の皆さん、私 |よ、市長の石川です。先ほ
ヽ

　

　

ヽ

／

＼

ら
糧
て

大規模地震の警戒宣言が発令されました。
医薬品などを確かめて、いつでも避難でき
ださい」

30分後 誤報訂正

ど内閣総理大臣か
当座の飲料水、食
Z3よ うに、準備 し



東京大学新聞研究所調査によると

「東海地震の警戒宣言の発令」 (誤報)放送を
聞いた人びとのうちで、
された思った人びとは、
なかった。
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東海地震警戒宣言発令 (誤報)l②

16分間

ることを表示しようとして、職員が警報装置
しすぎて、「東海地震警報発令」の表示をだ

、問い合わせてきたのはわずか3件にすぎな

もt見過ごしたりt聞 き流.し てしまい、人々
い。
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生き残るために!:

ドとほど避薙する確率が高い』という結論

(ア メリカ災害社会学の創始者ムーア、ベィッ)

ドとほど、避難のための準備をする傾向が
司査)



)ためにlI

テレビ、新聞などを通 じて、マスコミ情報を受容する頻度の高
い人びとほど、災害情報を知る機会が多くなり、避難行動を早
めに始めることができる。

夕発ト /´
″"~~~~｀ ｀

｀

対人関係が密であ
避難行動の開始に て有利である。

つ

Ｌ
こ

た り、近隣との関係ぶ良好マ皐猛ダある場合にも、



生き残るために|:

・ 多くの海難事故を見ていても、他人に先んじて行動を起こした
ものが命をひろっている場合が多い。

・ 一瞬を争 う場面では、全員が動きだ したときはもう遅い。



1965年  アメ リカ・デンバーの洪水

家族全員が一緒に避難 した事例 92%

災害に直面した時には、家族は一体になって行動しようとする。
家族の愛情や強い結びつきのゆえに二逃げ遅れた。_

. (ド レイベック・スティーヴンソンの報告)



・家族全員が集合するための時間的なロスが、致命的な結果を招
くことがある。

・幼い子どもがいる家族では、避難行動は早めに始める傾向があ
り、高齢者や病院のいる家族では遅れる傾向がある。

・ どのような社会的弱者を家族の構成員に含むかによって避難行
動を開始する時期に違いが現われる。



①事前の準備が大切
・危険個所のチエック
・避難場所の確認
・家庭での防災、避難計画
・非常持ち出し品の整備
・非常時の連絡方法の徹底 壼fイタツρン考

・地域や職場での災害時の役割分担と、全員での共有、定期的な

訓練



②二次事故 (災害)を防ぐ行動
・個人の誤った判断や、自己中心の考え方や行動が、思わぬ集団

災害のもとになり得る。

〆
´́ ‐ン
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 .、

・避難時には、常に電全を第ヲに考え、病人、子供、高齢者、

産婦などを優先して_t___=茨事故 (災害)に巻き込まれないよ

にするこ ⇒餃害弱考
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③情報収集と確実な避難
1主Iじて、情:報め1取集に勢あ|:各種めデマた迷わないようにする。
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一一一一口昨今、全国各地で大災害が頻発 している。特に大地震や風水害に対す
る常日頃からの備えが重要である。

大規模災害時には、消防・警察・自衛隊などの公助にも限界がある。

自治会は、地域で互いに助け合う優れた共助の仕組みであり、共助の
基礎となる。また、個人による自助の充実が地域の防災力を高め、有
事には被害の軽減につながる。

自治会組織のさらなる基盤強化が多くの住民の生命と財産を守ること
と信じ、防災意識の向上に向けて研鑽を積んでいくことを期待する。


